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論文内容の要旨
D を 1 をもっ可換環， A , B を可換 D- 代数とする。 A係数の n 変数多項式環A[Xh… ， XnJ と B係数
の n 変数多項式環B[Y!，…， Yn] とがD一同型であるとき，A と B はD一安定同値とよばれる。 A と D-同型
な D-代数は，明らかに A と D-安定同値であるが， D-同型なものの外にはA と D-安定同値なものが存
在しないとき A はD由不変で、あると定義される。本論文ではD が巾零元を含まぬとき，まずD上の一変
数多項式環D[Z] がD-不変で、あるための Dのみたすべき条件を調べ，ついでD がそのような条件をみ
たさないとき D[Z] と D-安定同値になるD一代数A について研究し，広い範囲の D についてそのような
Aの構造を決定した。
始めに巾零元をもたない環に対して性質( F)なる概念を導入し， D[Z] がD-不変になるためにDのみ
たすべき条件は， D が性質(F) をもつことであることを証明した。これは S. S. Abhyankar , E. Hamann 
:t~よび著者等によって，すでに得られていたいくつかの結果を特殊な場合として含む，より一般的な結
果である。上のことより D が性質(F) をもたなければD[Z] と D-同型でないD-代数A で， D[Z] と D­
安定同値なものが存在する杭その場合AのD-代数としての構造が問題になる。本論文は次に D が次元
有限のネータ一環という仮定のもとでそのような D-代数Aのみたすべき条件を調べ，それらはD の全
商環Q(D) 上の一変数多項式環Q(D)[Z] への A の適当な埋込みと， Q(D)[Z] の標準的導分d/dZ による
Aの不変性とで表現できることを示した。その結果を用いて特に D が体を含む一次元ネータ一環であ
るときには，更に精しく A の D上の生成元を具体的に与えた。
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論文の審査結果の要旨
A， B を 1 を含む可換環， D をその共通な部分環とする。 A-係数のn変数多項式環A[Xt，..・， XnJ と B­
係数の n 変数多項式環B[Y1，…， YnJ との聞にD-同型対応が存在するとき， A と B はD-安定同値である
といわれる。 A と B がD- 同型であれば，それらはD- 安定同値であることは当然であるが， D- 安定同値
なもの必ずしも D- 同型であるとは限らない，とくに A と D- 安定同値なものが， D- 同型なものに限る
とき， A は D-不変であるとよばれる。与えられた D- 代数A に対して，それが D-不変で、あるかどうか
をどうして判定するか，また与えられたD一代数A と D- 安定同値な環B をどのようにして識別するか
の研究は重要で、あると同時に興味深い主題である。これはS. Abhyankar, W, Heinzer,' P. Eakin の共
著の論文において，始めてとりあげられ， A が一意分解環D上の一変数多項式環D[xJ であるとき，そ
れがD- 不変であることが彼等によって証明された。その後E. Hamann，浅沼は D に対する条件を緩め
て同様のことを証明したが，本論文ではそれらの結果を深化し， D[XJ と D- 安定同値なD-代数A のみ
たすべき条件を決定し，特別な場合にはそのような Aの構造をも明らかにすることに成功した。以下
内容についてややくわしくのベる。 D をベキ零元をもたない環(このような環を以下簡約環とよぷ)
とする。 D が更に次の条件をみたすとき， D はF- 環とよばれる。すなわち D を含む任意の簡約環を R ，
R の元でD に含まれない元を t とすると: (i) t: eの何れかはD に含まれないか， (i) eeE D であるが
凡ての正整数 n についてnt E D . D の全商環の部分環で， D を含む最小のF-環を F(D) で表わす。本
論文の最初の主定理はD[XJ がD- 不変で、あるための必要十分条件は D がF-環であることを主張してい
る。これはさきにのべた先人の結果を包含している。つぎにD[~ と D- 安定同値な D- 代数A は， D- 同
型の意味で、つねに F(D) [ZJ の部分環とみなされるのであるが，このとき A のみたすべき条件は: (1), 
Dc R CF(D) で， RA=R[ZJ をみたす D 上有限生成な環R の存在， (2)ある種の要素列の存在， (3)A/ 
A ZR[ZJ n A 二 D ， (4勺戸 A) 三 Aの四条件で与えられることを示した。更に A がこれらの条件をみたす
とき， A[Xl,…, XnJ 二 D[Z ， Y1, ..., Y nJ なる同型対応を得るために必要な自然数 n としては，高々 2 r-1(r=
=dim D) で十分であることを示した。これらは何れも重要な発見であり， D- 安定同値の理論に著るし
しい貢献をしたものである。以上のことより本論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと
3忍める。
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